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OKBは、２つの海外駐在員事務所とベトナム現地法人を有しているほか、保険会社や現地の有力銀行との
提携によりアジアを中心とした14の国・地域でのサポート体制を確立しています。何でもお気軽にご相談
ください！

海外に拠点を

設立したい！

でもどうすれば…

海外からの

仕入先を拡大

したい

うちの商品は

海外でも需要が

あるのかな

こんなお悩み

ありませんか？
?

海外でビジネスを展開したいお客さまに向けたサポート
「商品・サービスの海外展開」や「現地法人の設立」などを志すお客さまに、OKBは以下のサポートを
実施しています！

商品の輸出入を検討しているお客さまに向けたサポート
海外からの多様な商品の仕入れや、海外へ商品を輸出したいお客さまのさまざまなご相談を承ります！

サポート内容
●輸出入取引、船積書類などに関するご相談
●外国送金、信用状取引など
　資金決済に関するご相談

●為替デリバティブ商品、先物為替予約など
　為替リスクヘッジのご相談
●OKメイト・WEB外為サービスのご提案

投資環境・規制・
各種手続きなどに
関する情報提供

現地での
銀行取引のサポート

商談会、
セミナーなど
各種イベントの開催

海外での
資金需要への対応

会員数300社以上！OKBアジア共立会
「OKBアジア共立会」は、海外でビジネスを展開されるお客さまを対象とした会員組織です。入会
いただくと、海外ビジネスに関するさまざまなサービスが利用いただけます！

「OKB海外サポート
デスク」サービス

外国送金手数料
割引サービス

海外旅行（出張）
手配サービス

海外関連情報を
定期的にお届け

セミナー、個別相談会、
経済視察など

会員専用
ホームページ

海外に幅広いネットワーク
充実した海外ネットワークで、お客さまのニーズに幅広くお応えします！

海外事業推進部　TEL：0584-74-2265（平日9:00～17:00）お気軽にご相談ください！

ベトナムといえばOKB
OKBは２０１７年、ベトナムに１００％出資子会社「OKB Consulting Vietnam Co.,Ltd.」を
設立しました。北部のハノイ市に本社、南部のホーチミン市に支社があり、地方銀行で唯一南北
２拠点体制を構築し、ベトナム全域をカバーしています。

なぜベトナムを選ぶ企業が増えているの？

☑ 高い経済成長を継続している
☑ 一人あたりGDPが上昇基調
☑ 日本からの投資が高水準
☑ 進出企業数は右肩上がり

☑ アセアンの中心に位置し、周辺国への生産拠点の要所となる
☑ 政治・外交が安定している
☑ 平均年齢が若く労働力が豊富
☑ 文化・宗教が日本の組織文化と親和性が高い　など
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顧問契約
スポット契約 多くのお客さまにご利用いただいています

サポート件数は倍以上に増加

年会費 33,000円（税込）
・経済視察など実費を伴うサービスについては別途費用が
必要となる場合があります

申し込みはこちら

OKBアジア共立会　申し込み または検索

OKB Consulting Vietnam 
Co., Ltd. ハノイ本社

上海
駐在員事務所

マニラ
駐在員事務所

OKB Consulting Vietnam 
Co., Ltd. ホーチミン支社

OKBミャンマーサポートデスク

OKBインドネシアサポートデスク

OKBマレーシアサポートデスク

OKB台湾サポートデスク

OKBシンガポールサポートデスク

OKB香港サポートデスク

OKBインドサポートデスク

OKBラオスサポートデスク

OKBタイサポートデスク

OKBカンボジアサポートデスク

市場調査や
事業計画の策定などの
海外拠点設立サポート

OKBのネットワークを
利用した
現地業者などの紹介

OKBメキシコサポートデスク
OKBニューヨークサポートデスク
OKBロサンゼルスサポートデスク
OKBシカゴサポートデスク
OKBシンシナティサポートデスク
OKBデトロイトサポートデスク

OKB海外拠点
OKB海外サポートデスク
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OKBの地域共創部では、これまで培ってきたノウハウとネットワークを活用し、法人や自治体向けに経営
課題や地域課題の解決をサポートするコンサルティング業務を行っています。ここでは法人のお客さまの
お悩みに対する提供メニューをご紹介します。

製品の売上を
アップさせたい！

周年パーティーで

社員に感謝を

伝えたい！

会社の認知度を

上げるにはどうしたら

良いの…？

こんなお悩み

ありませんか？

?

法人のお客さまへのご提案内容（一部）をご紹介します

広告宣伝物などの制作

イベントの
企画・運営

・各種パンフレット
・周年記念誌  など

パンフレット／チラシ
・周年記念映像
・テレビCM／ラジオCM
・WEB用
 プロモーション映像
・展示会放映用映像  など

動 画

・周年パーティ
・新商品発表会
・講演会
・新店舗オープニングセレモニー
　　　　　　　　　　　　　 など

・新規ホームページ制作
・ホームページ
 リニューアル  など

ホームページ

・企業ロゴ
・周年ロゴ
・記念品ラベル
・商品パッケージ  など

ロゴなど

L O C A L C o - C R E A T I O N
地 域 共 創

共創型コンサルティングによる地域活性化
お悩みをお伺いし、企業や自治体のさらなる
価値創造に繋がるご提案をします

●Strategy ｰ ブランディング、マーケティング
●Promotion ｰ 動画、WEB、SNS 
●Funding ｰ 補助金・ふるさと納税活用 

●Creation ｰ 事業・商品・拠点開発
●DX ｰ ICT導入、業務効率化 

（自治体向けのメニューも含んでいます）

幅広いご提案が
できます！

会社の魅力を映像に！各種動画制作をサポート事例③

恵那ダンボール株式会社
恵那ダンボールさまが抱えるお悩みは…

・学生向けの採用説明会で使用する資料
を制作したい
・パワーポイントでの説明は訴求力が不安…

会社紹介および採用向け動画の制作（企画・構成、
撮影、編集、一部ナレーション）

サポート内容

採用面で悩む

企業のご紹介

制作した動画はこちら

会社紹介動画 採用向け動画

大切な節目をかたちに。 周年記念式典の開催をサポート事例②

株式会社渡辺樹脂工房
渡辺樹脂工房さまからのご相談

・従業員とその家族、取引先へ感謝を
伝えたい
・思い入れのある場所で150名規模での
記念式典を行いたい
・今後の方針を示したい

記念式典の会場手配から当日の運営までをトータル
サポート‼

サポート内容

新社屋竣工および設立30周年を迎える

企業のご紹介

具体的には…

・会場手配
・記念式典の企画・運営（工程表・タイム
スケジュール・ご案内状の作成、余興演者の
ご提案・手配、司会台本作成、新社屋紹介
動画・エンドロール制作、当日の進行など）

社名変更を“形だけ”で終わらせない！企業のリブランディングを包括的にサポート事例①

株式会社Ntoc
Ntocさまが抱えるお悩みは…

・BtoBのため認知度が低い（採用面に課題）
・社名の変更を取引先や従業員に周知したい
・やわらかい社風のイメージを浸透させたい

・ロゴや採用活動で活用できるキャラクター、新社名
ロゴ入りノベルティの制作
・CMソング制作
・テレビCMの制作および出稿手配
・新聞広告、ポスター、駅看板などのデザイン制作から
掲載手続き
・SNS運用  など

サポート内容

社名変更に伴うリブランディングに悩む

企業のご紹介

実際の制作物

ロゴ・キャラクター ノベルティ 駅看板

現状 2023年度実績

削減目標

SBTイニシアチブの認定取得

弊社の排出量調査は株式会社
ウェイストボックスの監修を
受けた十六銀行によるもので、
GHGプロトコルの基準を満た
したものであります。

株式会社エムテックは、今年度新たに設定した二酸化炭素排出削減目標に関して、SBT（Science Based Targets)
イニシアチブより科学的な根拠がある水準として認められ、中小企業版として承認されました。

株式会社エムテック　カーボンニュートラル宣言

弊社は、CO₂排出量を2030年に2023年度比で42.0%削減し、2050年までにカーボンニュートラルを目指します。

Sustainabilityサステナビリティ

CO₂排出量
（t-CO₂/年）

68.78

5.66

63.12

39.89%

2.26%

37.63%

Scope

1＋2

2

1

基準年

2023年

目標年

2030年

削減率

42.00%

60.00%

40.39%

株式会社エムテック 〒503-1382　岐阜県養老郡養老町船附1318番地1
TEL：0584-47-6170　FAX：0584-47-6171

ホームページ Instagram

※特記事項　Scope2の算定において、国内工場や関連施設の電力排出係数は各契約会社が公表している調整後排出係数（残差）を採用し算定。

SBTi (Science Based Targets initiative)とは
SBTiは、CDP、WRI、WWF、UNGCによって2015年に設立された国際的なイニシアチブで、
パリ協定※が求める水準と整合した温室効果ガス削減目標に対して、科学的根拠に基づいているかの
検証を行い、認定を付与しています。
※ 世界の気温上昇を産業革命前より2℃を十分に下回る水準に抑え、また1.5℃に抑えることを目標とする。

（※）SBT、再エネ100％を両方組み入れた場合の経路案

（※）RE100達成にはScope2を2030年までに60％削減

CO₂排出量削減目標　Scope1とScope2のGHG排出量を2023年の基準年から2030年まで
に42%削減し、将来的にはScope3の排出量を測定して削減する。

Scope1：
Scope2：

自社での燃料使用や工業プロセスによる直接排出
自社が購入した電気・熱の使用に伴う間接排出

Scope1（直接排出）
対象

合計
灯油
軽油
ガソリン

63.12
1.53
30.71
30.88

CO₂排出量（t-CO₂/年）

６８.７８t-CO₂／年

CO₂排出量
（t-CO₂/年）

対象

合計

電気

Scope2（間接排出）

5.66

5.66

CO₂排出量（t-CO₂/年）

参考：2024年2030年2023年（基準年）

68.78t-CO₂/年

Scope1

Scope2

Scope1

2030年までに
42.0%削減

39.89t-CO₂/年
年率4.2%で削減した場合

Scope2
排出ゼロ

Scope1,2の排出量合計

制作した
CMはこちら
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